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　3 月に入ると、暖かな日射しが気持ちの良い季節がやっ
てくる。小道を歩けば、コバルトブルーの美しい絨毯が現
れる。オオイヌノフグリの群落である。平らな場所より、
田んぼの土手などの花が綺麗なのは、太陽の光を効率よく
受けるからだ。
　元々はヨーロッパの植物で、明治になってから日本に
入ってきたと言われている。まだ外来植物という言葉もな
かったかもしれないし、外国の植物と言うことで、もては
やされたかもしれない。今では外来種というと危険視され
るが、オオイヌノフグリの場合は、あまりそういう風には
言われない。もうすっかり日本に定着しているからだろう。
　寒さに強い植物で、真冬でも花を咲かせていることも多
いが、元気になるのは 3 月に入ってからだ。まだ春の花が
少ないから，虫たちにとっても良い蜜源となる。早くから
飛ぶモンキチョウや，ベニシジミ、ルリシジミなどのチョ
ウやミツバチもやってくる。ナナホシテントウが良く見つ
かるが、これは蜜目当てではなく、茎の付け根などにつく
アブラムシを食べるためだ。虫が多いので、ぼくも早春は
オオイヌノフグリの咲いている場所で写真を撮る。

　オオイヌノフグリ
まなびのまち造形講座作品展まなびのまち造形講座作品展
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問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

　令和７年度「まなびのまち造形講座」の受講生の皆さん
と、講座 OB 会の皆さんによる作品発表展を開催します。
この一年間、講座等で学んだ成果の発表の場として、日本
画、水彩画、油彩画、デッサン、書道、陶芸の意欲作を一
堂に展示します。受講生の皆さんの努力の成果をどうぞご
覧ください。合わせて会期中の 3/1 ㈰～ 8 ㈰まで、令和 8
年度「まなびのまち造形講座」受講生の募集をホワイエで
受付けます。皆様のお申込みをお待ちしております。

～まなびのまち造形講座受講生、～まなびのまち造形講座受講生、
    講座 OB 会による一年間の成果 ～    講座 OB 会による一年間の成果 ～

令和 7 年度令和 7 年度

海野先生のご都合により、今月の
「海野和男の小諸日記」は 10 年
前の 2016 年 3 月号に掲載した

「オオイヌノフグリ」を再度ご紹
介します。

▶開館時間　9:00 ～ 16:00
▶観 覧 料　一般 200 円 / 小・中学生 100 円
　（白鳥映雪館もご覧いただけます）
▶展示期間中の休館日　3/2 ㈪、9 ㈪

会期  3/1 ㈰ ～ 3/15 ㈰


